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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年11月11日(2010.11.11)

【公開番号】特開2010-204994(P2010-204994A)
【公開日】平成22年9月16日(2010.9.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-037
【出願番号】特願2009-50287(P2009-50287)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/042    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/042   　　　Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３８０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月6日(2010.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検出領域内において対象物体の位置を光学的に検出するための光学式位置検出装置であ
って、
　位置検出光を放出する位置検出用光源と、
　該位置検出用光源を駆動する位置検出用光源駆動回路と、
　前記検出領域に受光部を向けた光検出器と、
　該光検出器での検出信号に基づいて、前記検出領域内における対象物体の位置を検出す
るための位置検出用信号を生成するとともに、前記検出領域における環境光の強度に対応
する環境光強度判定用信号を生成する信号処理部と、
を有することを特徴とする光学式位置検出装置。
【請求項２】
　前記位置検出用光源から出射された前記位置検出光を内部に採り込む光入射面、および
該光入射面から入射した前記位置検出光を出射する光出射面を備えた導光板を備え、
　前記光検出器は、前記導光板に対して前記位置検出光の出射側で前記検出領域に前記受
光部を向けていることを特徴とする請求項１に記載の光学式位置検出装置。
【請求項３】
　前記光検出器は、赤外域および可視域に跨る波長域の光を光電変換することを特徴とす
る請求項１または２に記載の光学式位置検出装置。
【請求項４】
　前記信号処理部は、前記光検出器での検出結果から前記位置検出用信号を抽出する位置
検出用信号抽出部を備え、
　前記信号処理部は、前記位置検出用信号抽出部によって前記位置検出用信号を抽出する
前の前記光検出器の検出信号を前記環境光強度判定用信号とすることを特徴とする請求項
１乃至３の何れか一項に記載の光学式位置検出装置。
【請求項５】
　前記位置検出用光源として、第１位置検出光を出射する第１位置検出用光源と、第２位
置検出光を出射する第２位置検出用光源と、を備えていることを特徴とする請求項１乃至
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４の何れか一項に記載の光学式位置検出装置。
【請求項６】
　前記位置検出用光源駆動回路は、前記第１位置検出用光源と前記第２位置検出用光源と
を逆相に駆動し、
　前記信号処理部は、前記第１位置検出光に対する前記光検出器での受光強度と前記第２
位置検出光に対する前記光検出器での受光強度が同一となるように前記第１位置検出用光
源および前記第２位置検出用光源のうちの一方の発光強度を調整するための発光輝度補償
指令部を備えていることを特徴とする請求項５に記載の光学式位置検出装置。
【請求項７】
　前記位置検出用光源は、前記第１位置検出用光源および前記第２位置検出用光源からな
る光源対を２組備え、
　各組の光源対の前記位置検出光を出射する出射面は対向して配置されていることを特徴
とする請求項５または６に記載の光学式位置検出装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の光学式位置検出装置を備えた位置検出機能付き表
示装置であって、
　該位置検出機能付き表示装置は、前記導光板に対して対向配置された電気光学パネルを
備えた画像生成装置を備え、
　前記位置検出領域と前記画像生成装置の画像表示領域とは平面的に重なることを特徴と
する位置検出機能付き表示装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の位置検出機能付き表示装置であって、
　前記位置検出機能付き表示装置は、前記環境光強度判定用信号に基づいて、環境光の強
度に連動して前記画像生成装置での表示条件を変更させる表示条件補正指令部を備えてい
ることを特徴とする位置検出機能付き表示装置。
【請求項１０】
　請求項８または９に記載の位置検出機能付き表示装置を備えていることを特徴とする電
子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明において、前記位置検出用光源として、第１位置検出光を出射する第１位置検出
用光源と、第２位置検出光を出射する第２位置検出用光源と、を備えていることが好まし
い。かかる構成によれば、第１位置検出用光源による検出結果と第２位置検出光による検
出結果との光量比や位相差などから、第１位置検出用光源と第２位置検出用光源とが離間
する方向での対象物体の接近位置を正確に検出することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明において、前記位置検出用光源は、前記第１位置検出用光源および前記第２位置
検出用光源からなる光源対を２組備え、各組の光源対の前記位置検出光を出射する出射面
は対向して配置されていることが好ましい。かかる構成によれば、一方の光源対の第１位
置検出用光源による検出結果と第２位置検出光による検出結果との光量比や位相差などか
ら、一方の光源対において第１位置検出用光源と第２位置検出用光源とが離間する方向で
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の対象物体の接近位置を検出することができる。また、他方の光源対の第１位置検出用光
源による検出結果と第２位置検出光による検出結果との光量比や位相差などから、他方の
光源対において第１位置検出用光源と第２位置検出用光源とが離間する方向での対象物体
の接近位置を検出することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　本実施形態では、対象物体Ｏｂの矢印Ａ方向の位置情報は、第１の位置検出用光源１２
Ａと第２の位置検出用光源１２Ｂを相互に逆相で駆動することで取得する。また、対象物
体Ｏｂの矢印Ｂ方向の位置情報は、第１の位置検出用光源１２Ｃと第２の位置検出用光源
１２Ｄを相互に逆相で駆動することで取得する。従って、制御系において上記Ａ方向とＢ
方向の検出動作を順次行って対象物体Ｏｂの平面上の位置座標を取得できる。
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